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ごみ（３t程度）から 500～ 600m3 程度の水素ガス
が生成できる見込みである。
　②の研究は、現在稼動している廃食油燃料化施
設において、副生物として発生する廃グリセリン
から水素ガスを生成させるものである。実証研究
の過程は、秬廃グリセリン収集工程：バイオディ
ーゼル燃料（BDF）を生成する過程で、副産物と
して発生する廃グリセリンを収集する、秡バイオ
ガス発酵工程：収集した廃グリセリンをバイオガ
ス化技術実証研究プラントへ搬送し、発酵させてメ
タンガスを取り出す、秣水素変換工程：触媒を用い
てメタンガスを改質して水素ガスを生成する、の
３つから成る。1,000褄の廃グリセリンから 500 ～
600m3 程度の水素ガスを生成できる見込みである。
　今後の予定として、2010 年には、生ごみ類や廃
グリセリンからの水素生成技術を実用化レベルに
引き上げ、2013 年には大型のバイオガス化プラン
トを設置して、燃料電池による発電までつなげる
ことを目指している。
（注１）バイオガス化技術の調査・研
究を実施している団体。譁タクマ、
川崎重工業譁、日立造船譁、京都市、
京都大学が参画。
http://www.city.kyoto.jp/koho/mayor/press/
2005/pdf/20051102-01.pdf をもとに科学技術動向
研究センターにて作成
